
１　現状と課題

２　事業目的

３　予算のポイント・主な取組（当初予算又は補正予算時の実施予定）

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　事業コスト （単位：千円、人）

23,715,946 18.5

R2年度 0 0 8,038,000 8,038,000 0 4,883,504 42.0

R3年度 2,060,132 0 41,598,937 43,659,069 0

17,371,665

職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源

3,658,615 16,249,583 18.5

予算額

事　業　名 新型コロナウイルス拡大防止協力企業等特別支援事業
部局 産業労働部 課・室 産業政策課

実施期間 R2 ～ sansei@pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移

R4年度

目標値

達成

状況
設定理由

R4年度

実績 推移

事業番号 07 01 04 事業改善シート（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

産業界との連携・協力のもと、引き続き新型コロナウイルスの感染状況等を的確に捉え、感染拡大防止の取組と県内事業者支援をき

め細やかに実施していくことが必要

・産業界との連携・協力のもと、長野県内における新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止する。

・市町村との連携による需要喚起等により、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた事業者を応援する。

①プレミアム付き食事券の発行による飲食需要喚起

単位
R2年度 R3年度

決算額区分

No. 指標名

E-mail

新型コロナウイルス感染症の影響により売上が落ち込む飲食店等を支援するため、登録店舗で利用可能なプレミアム付き食事券（プ

レミアム率20％）を発行し需要喚起を図る。

②第６波対応事業者支援交付金事業

　第６波の到来により県内事業者の経済活動に大きな影響が出ていることを踏まえ、市町村が地域の実情に応じた事業者支援を行う

ための交付金（①事業者直接支援分、②まん延防止等重点措置適用分）を交付する。

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）との対応関係

重点目標

総合的に展開

する重点政策

①労働生産性 ⑦健康寿命

2-2 地域内経済循環の促進 4-4 生命・生活リスクの軽減 6-1 個性豊かな地域づくりの推進

R4年度

①
協力金の申請から支給までの平

均日数
40

ー

日

％プレミアム付き食事券の販売率②

ー

16,305,488 336,851

32

729,326

県内事業者は外出・移動の自粛による人流減少等の様々な影

響を受けており、倒産のリスクも考えられることから、一刻も早く協

力金を支給する必要があるため

医療非常事態宣言発出による利用制限を付しての販売ではあ

るが、事業効果の最大化を図るためには、できる限り購入いただく

ことが望ましいため、過去の販売実績に購入・利用期間を勘案し

て設定。

未達成

達成

R3年10月時点の認証店舗数及び同時点の申請状況から推計

した数値を設定
未達成③

信州の安心なお店認証店舗数

累計（飲食）
件

↗

63

6,217

↗

↗

33

83

32↘

5,508

↗ 80

↘ 5,600



６　主な取組実績と成果

７　成果指標の達成状況に関する要因分析

８　今後の事業の方向性

産業労働部部局 課・室 産業政策課

(1) 令和４年度の取組実績、成果指標の分析及び県民の意見等を踏まえた課題

(2) 翌年度以降の事業改善の方策

・プレミアム付き食事券の発行では、事業者負担の軽減を図るため電子チケットを採用したが、スマートフォン等の通信機器を持たない

方が購入できないことから、改善を求める意見が寄せられた。今後同様の事業を行う際は、できる限り平等に購入できる仕組みを検討

したい。

・協力金の支給では、申請の総数増加や、短期間での審査により支給までの平均日数が増加してしまった。

・信州の安心なお店認証店を県がPRすることで認証店への来店を促す目的もあったが、オミクロン株への置き換わりが進み重症化しにく

くなって以降、認証による差別化・誘客効果は小さくなった。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが5類に移行されることを踏まえ、事業を廃止する。

未達成

オミクロン株への置き換わりが進み、重症化しにくくなって以降、認証による差別化・誘客効果が限定されたことにより認証店舗数が減少

した。

↗ 達成状況 達成

医療非常事態宣言の発出に伴い利用制限付きで販売を開始したが、感染者数の減少により制限解除に至ったことにより、売上が好

転したことで目標を達成することができた。

指標③ 信州の安心なお店認証店舗数累計（飲食） R3年度推移 ↗ R4年度推移 ↘

指標② プレミアム付き食事券の販売率 R3年度推移 ↗ R4年度推移

達成状況

協力金の申請から支給までの平均日数 R3年度推移 ↗ R4年度推移

支給対象が全県となったことを受け、オンライン申請の導入等による支給の早期化を図ったが、申請の総数が大きく増加したことや、短期

間に申請が集中したことから目標を達成できなかった。

指標① 未達成達成状況↘

感染拡大防止のための時短営業の要請等により落ち込んだ飲食需要の喚起を図るため、プレミアム付き食事券を発行（発行：

523,000セット）

②信州の安心なお店認証制度事業

国が推奨する飲食店等の第三者認証制度の趣旨の下、飲食・宿泊業等の店舗に対し感染防止対策の確認・助言を行うとともに、利

用者への普及啓発を推進（認証店舗数累計：9,403件）

①飲食店等消費回復緊急対策事業及び信州プレミアム食事券発行事業

事　業　名 新型コロナウイルス拡大防止協力企業等特別支援事業
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4 信州の安心なお店認証制度事業

委託 国が推奨する飲食店等の第三者認証制度の趣旨の下、飲食・宿泊業等の店舗に

対し感染防止対策の確認・助言を行うとともに、利用者への普及啓発を推進

認証店舗数累計：9,403件

細事業を構成する主な取組

飲食店等消費回復緊急対策事業及

び信州プレミアム食事券発行事業

第６波対応事業者支援交付金事業

飲食業感染予防対策緊急推進事業

実施方法

委託

補助金

交付金

委託

①感染拡大防止のための時短営業の要請等により落ち込んだ飲食需要の喚起を

通じて地域経済の活性化を図るため、プレミアム付き食事券を発行

②結婚式場等が造成する飲食を伴うプレミアムプランの販売に対する補助を実施

①第2期　発行:273,000セット　販売:273,000セット　販売期間:R4.3.1～R4.6.30）

　 第3期　発行:250,000セット　販売:207,861セット　販売期間:R4.11.28～

R5.2.28

②21事業者（35,350,000円）

飲食業者へ感染予防の取組に要する資器材を配布

配布先店舗数：7,161件

3
新型コロナウイルス拡大防止協力金事

業

5

事　業　名 新型コロナウイルス拡大防止協力企業等特別支援事業

事業番号 07 01 04 細事業一覧（令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

2

1

細事業

No.
細事業名

新型コロナウイルス拡大防止協力企業等特別支援事業

No.

1

16,249,583

千円千円千円

R4年度

決算額

R3年度

決算額

R2年度

決算額

4,883,504

部局 産業労働部 課・室 産業政策課

令和４年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

23,715,946

市町村が地域の実情に応じて、第６波の影響を受ける事業者をきめ細かく支援す

るための交付金を交付

市町村数：74　交付額：3,915,050千円

交付金 施設の使用停止（休業）又は、営業時間の短縮に協力した事業者に協力金を

支給
委託

延べ支給件数　15,146件　交付額：9,898,456千円


